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○すすんで学び、高い知性を身につけよう ◎社会の一員として、思いやりのある人になろう 

○希望をもって、ねばり強くやりぬく人になろう ○からだをきたえ、健康な人になろう 

  

伝統を受け継ぐとは 

副校長 蓮沼 喜春 

「伝統」といったら、生徒の皆さんはどんなことを思い浮かべますか。 

辞書で調べると、「伝統」とは、「ある民族・社会・集団の中で、思想・風俗・習慣・様式・技術・しきたりな

ど、規範的なものとして古くから受け継がれてきた事柄。また、それらを受け伝えること。」と書かれています。

集団における規範的なものを、先代から受け継ぎ、守り、次代に伝えることが「伝統」の意味のようです。 

では、何かを「受け継ぎ、守って、伝え」れば、それを「伝統」というのでしょうか。もちろん、長く受け継

がれていること自体にも価値はあるでしょう。しかし、受け継がれてきたその事柄に意義があるからこそ、「伝

統」として受け継がれているのではないのでしょうか。 

おそらく、ある事柄が「伝統」として受け継がれ始めた当時、その事柄は、先人たちが何らかの課題に向き合

った末に考え出された革新的なことだったのだと思います。そして、それを次の代にも伝えていくことが必要だ

と思ったからこそ、その事柄は、「伝統」として今日まで受け継がれてきたのだと思います。つまり、伝統を引き

継ぐ上で大切なことは、その事柄のみならず、課題に向き合い、より良く解決しようとする姿勢ではないでしょ

うか。言い換えれば、「伝統だから」といって習慣や様式、方法などをただ模倣しているだけは、伝統を受け継い

でいるとは言えず、いずれ風化していくのではないかと思うのです。一方、受け継がれてきた事柄の意義を踏ま

え、時代や状況に応じて、より良いものや、持続可能なもの、より合理的な方法に変化させていくことは、結果

として受け継いだものから内容や質が変化したとしても、良き「伝統」を後世に受け継いだといってよいのでは

ないかと思います。「伝統とは火を守ることであり、灰を崇拝することではない。」とは、作曲家のグスタフ・マ

ーラー氏の言葉だそうです。 

緑中学校は開校から５０年の月日を数え、多くの卒業生を輩出しました。５０年を通じて培われてきた「伝統」

と呼べる様々なものが、本校にはあります。一方で、本校を取り巻く環境や社会情勢は、目まぐるしく変化して

います。これからの緑中を、小金井市を、日本を、社会全体を支えることが期待される緑中生は、緑中で何を学

び、どんなことができるようになって、どのように社会と関わっていけばよいのでしょうか。そのために緑中生

は、何を「伝統」として受け継ぎ、守り、どのように後輩に引き継いでいけばよいのでしょうか。そして、これ

からの緑中学校をどのような学校にしていけばよいのでしょうか。 

緑中の「伝統」を後輩に伝えるのは他でもない、現在の緑中生一人一人です。ですから今の問いに対する答え

は、生徒の皆さん一人一人が、自分なりに考えてほしいと思います。 

そして、様々な場面で緑中生を支えていただい

ている保護者や地域の皆様方のご協力なくしては、

伝統の火を守ることも難しくなってしまいます。

今後とも緑中学校へのご支援を賜りますようお願

い申し上げます。  
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５０周年の伝統を受け継ぐ、文化発表会 

 貼り絵発表の部 

令和４年度文化発表会 テーマ 「燎」（かがりび） 

 

 合唱の部 

 
感染症対策ガイドラインに基づき、マスク着用での歌唱

となりましたが、各クラスとも思いの込もった合唱を発表

することができました。特別審査員の先生方から生徒の皆

さんにコメントをいただきましたので、ご紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 舞台発表の部 

弦楽部 

弦楽部は、文化発表会に向けて日々練習に励んできまし

た。平日の部活動だけでなく、楽器を家に持ち帰り自主練習

を行い、限られた時間の中で一人ひとりが頑張ってきまし

た。これからも聴いてくださる人に喜んでもらえる演奏を

目指して頑張ります。 

 

合唱部 

コロナ禍の中、限られた練習時間ではありましたが、会場

の皆さんの心に響く歌声が届けられるよう、部員で気持ち

を合わせて取り組みました。皆さんの大きな拍手がうれし

かったです。 

 
 

今年は、コロナの影響でできてい

なかった下書き作業を貼り絵委員

の生徒たちで行いました。また、３

年生が修学旅行、２年生が移動教室

と、全学年の貼り絵委員がそろう機

会が少ない中、約１か月という短い

期間で貼り絵を完成させました。 

左奥には緑中を木で表現し、木か

らのびている手前の光の道は 50

周年の伝統を受け継いでいくとい

うイメージが込められています。ま

た周りの火を和風のタッチにする

ことで、伝統を一枚で表した作品に

なるように仕上げました。 

完成した貼り絵は、体育館の舞台

に展示されております。 

藤原 至美 先生 

１年生は初めての合唱で男子は変声期の中、混声三部の

曲を歌いあげましたね。２年生は、１年生とは違い、先輩

としてバランスの良い合唱を発表できました。３年生はさ

すがに合唱・伴奏・指揮も素晴らしく、最高学年としての

合唱でした。 

合唱コンクールは、歌の上手さよりも、各クラスの皆の

心が１つになって発表することが大切です。その意味では、

１年生～３年生全てのクラスが、ゴールド金賞だったと思

います。素晴らしい合唱コンクールをありがとうございま

した。 

安藤 由佳 先生 

本当に素晴らしい合唱でした。皆さんの熱気と集中力に

圧倒されながら終始聴いておりました。 

１つアドバイスを載せます。呼吸をするときに、腰や背

中までしっかりと息を入れることが大切です。片方の鼻を

指で閉じ、口角を上げてスマイルで息が続く限り吸い込み

ます。そうしていくと、少しずつ感覚がつかめると思いま

す。是非お試しください。 



やってきました 記残
き の こ

の山 ―山の移動教室 ９月 26日(月)～28日(水)― 
子どもたちが決めた上記のスローガンには、「記憶に残るような楽しい校外学習にしよう」という意味が込め

られています。学年通信でもお伝えしたように、美しい景色・自然、出会った人…子どもたちがつかんだことは

いっぱい！です。 

以下、私たち教員の感想です。 

・自然体験などやらされている感ではなく、楽しそうにやっているのが

うれしかった。 

・学校生活はその日その日だけの関係ですが、寝食をともにして生活丸

ごとに関わることができて、新しい発見。楽しかった！ 

・思い出に残るのは学年レク。子どもたちが全力でやったので、私たち

も全力でやりました。みんなの前を走った「火の神」もステキでした。 

・実行委員と一緒に準備してきた２泊３日は

あっという間だった。帰りのバスでぐっす

り寝ている子どもたち。「もう一泊したい」

と言う子も。終わったんだなぁ……。 

私たち教員にとっても「記憶に残るような校外

学習」でした。 

 

 

来週、開校５０周年記念行事を実施いたします 

1972(昭和 47)年４月６日に、２年生 106 名（３学級）、１年生 243 名（６学級）で開校した本校は、これ

まで 50 年の歴史を重ねてまいりました。この度、開校 50 年という節目を記念し、本校の歴史を振り返るとと

もに、次の 50 年に向けてより良い伝統を築いていくため、記念行事を実施する運びとなりました。これもひと

えに保護者や地域の皆様方の格別のご厚情とご支援の賜物と厚くお礼申し上げます。 

実施に当たっては、東京都教育委員会の方針に倣い、また小金井市教育委員会の指導を踏まえ、新型コロナウ

イルス感染症の拡大防止の観点から、飲食を伴う祝賀会は実施せず、体育館に入る人数及びご来賓の皆様の人数

を制限する等の感染防止策を徹底いたします。ご参会いただきます皆様には何とぞご協力をお願い申し上げます。 

※ 前回の「緑中だより」で、「オンライン配信等を併用する」と記載しましたが、校内の複数の教室へのみ配信を行うことで会場を分散するとい

うことです。誤解を招きかねない表現となり、ご心配をおかけいたしましたことをお詫び申し上げます。 

 記念品として、体育館の舞台幕が寄贈されました 

開校 50 周年記念品として、父母

と教師の会から本校に舞台幕が寄贈

されました。10 月 11 日（火）、府

中の森芸術劇場で２日目の発表を行

っている最中に、体育館のステージ

に新しい舞台幕が設置されました。

永く大切に使用させていただきます。

ありがとうございました。 

 

▲白黒印刷だと分かりづらいかと思いますが、舞台前面を閉める幕で、色は濃いえんじ色です。 



緑中生の活躍 

 小金井市立小・中学校 

夏休み自由研究・自由作品展 

入賞 ２年○組 ○○ ○○ 

 卓球部 

第１０ブロック新人卓球大会（個人の部） 

都新人卓球大会に出場決定 ２年○組 ○○ ○○ 

 水泳部 

第 28回 FINAL MATCH 2022 

女子５０mバタフライ 第３位 ２年○組 ○○ ○○ 

 第５位 ２年○組 ○○ ○○ 

女子５０m 平泳ぎ 第４位 ２年○組 ○○ ○○ 

女子５０m背泳ぎ 第６位 ２年○組 ○○ ○○ 

女子メドレーリレー 第３位 ○○・○○・○○・○○ 

女子フリーリレー 第３位 ○○・○○・○○・○○ 

女子１００m個人メドレー(OP) 優勝 ３年○組 ○○ ○○ 

 準優勝 ３年○組 ○○ ○○ 

女子５０m自由形(OP) 準優勝 ３年○組 ○○ ○○ 

 第５位 ３年○組 ○○ ○○ 

男子２００m平泳ぎ(OP) 優勝 ２年○組 ○○ ○○ 

男子５０m平泳ぎ(OP) 第３位 ２年○組 ○○ ○○ 

男子メドレーリレー(OP) 準優勝 ○○・○○・○○・○○ 

男子フリーリレー(OP) 優勝 ○○・○○・○○・○○ 

 東京都支部対抗陸上競技大会 

※本校生徒が小金井市代表として出場しました。 

１年男子 100m 優勝 １年○組 ○○ ○○ 

学校からのお知らせ 

 最終下校時刻が早まります 

暗くなるのが早くなってきました。 

１１月９日（第４回定期考査の１週間 

前）から、最終下校時刻を午後６時と 

いたします。お子様の帰宅に関してご心配なことがご

ざいましたら、学校までご連絡ください。 

 

 

 

 

 道徳授業地区公開講座のお知らせ 

１１月５日（土）に道徳授業地区公開講座を実施し

ます。市報９月１日号で学校公開日としておりました

が、新型コロナウイルス感染症対策のため、規模を縮

小し、保護者の皆様のみの参観とさせていただきます。

恐れ入りますが地域の皆様の参観はご遠慮ください。 

また、当日は道徳の授業のみの公開となります。お

子様の学級の道徳の授業をご参観ください。当日の時

程等は、先日保護者の皆様に配布したお知らせに記載

しておりますので、ご確認ください。 

 １１月の行事予定 

1 火  

2 水 各種委員会 復習確認テスト(3) 

3 木  

4 金 開校５０周年記念行事 

5 土 学校公開日 道徳授業地区公開講座 

6 日  

7 月 全校朝礼 安全指導 評議員会 

8 火  

9 水 市教研部会 

10 木  

11 金  

12 土  

13 日  

14 月  

15 火  

16 水 第４回定期考査（国語・技家・美術） 

17 木 第４回定期考査（社会・数学・音楽） 

18 金 第４回定期考査（英語・理科・保体） 

19 土  

20 日  

21 月 生徒会朝礼 職員会議 特別時間割 

22 火 開校記念日 避難訓練 

23 水  

24 木  

25 金 新入生保護者会 

26 土  

27 日  

28 月  

29 火 クリーン作戦 

30 水  

 

ペーパーレス推進の観点から、「緑中だより」を紙配布からデータ配信に変更することを検討中です。 

 保護者の皆様へは、スクールメールでの配信を検討しております。現在スクールメールにメールアドレスをご登録いただい

ていない方は、これを機に登録をご検討ください。新規登録方法は、生徒を通じて別途ご案内を配布いたします。 

 地域の皆様におかれましては、「緑中だより」を本校ホームページに公開しておりますのでぜひご覧ください。また、メール

配信を希望される場合は、本校副校長までお問い合わせください。 


